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インドネシア・スメル火山における地震および地盤変動観測 
― 山頂への観測機器の設置 ― 




（領域代表者：姫路工業大学・井田喜明教授）は、研究期間 5年、申請総額 14億 9284万
円、領域は 5つの研究項目から構成されている(http://www.ganko.tohoku.ac.jp/touko/tokutei/)。 





























(LS7000XT)を経由し、無線 LAN により G.Sawur 観測所にデータ伝送するが、マイクロホ
ンについては山頂 Mahameruにおいての現地収録で、1日のみの臨時観測であった。 
写真 1 スメル火山（G.Sawur 観測所より撮影）
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 無線 LANは、Spectrum24 High Rate(無線 LAN規格：IEEE802.11b、占有周波数帯域：2.4GHz




図 1 観測システム 
 
4．山頂への観測機器の設置 
 スメル山頂への歩行距離は登山口(写真 2)から約 12kmである。距離が長いため、日帰り
で山頂まで登って帰ってくることは困難であり、登山客も Kalimatiや Archopodoで 1泊以
上のキャンプをし、また登山の際にはポーターを雇うことが通例である(図 2)。 
 今回は、ポーターが約 30名、火山地質災害センターのスタッフが 10数名、私たち日本




写真 2 登山口 Ranupane             図 2 登山ルート 




を作る(写真 3，5)。さらに水管傾斜計は、多少の傾斜がある山頂において、両端 2 点間も













写真 4 水管傾斜計設置用の穴 写真 3 水管傾斜計センサ部の台 
 
写真 5 地震計台と保護管     写真 6 無線アンテナ(右が今回設置したもの)
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写真 7 広帯域地震計         写真 8 地震計コントローラ 
   
写真 9 水管傾斜計           写真 10 水管の保護 
   
写真 11 水管傾斜計の埋設        写真 12 ソーラーパネル 
図 3 水管傾斜計への注水方法(簡略図) 





























写真 13 登山途中の景色 
   
写真 14 スメル山頂         写真 15 スメル山頂から見た噴煙 
